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こ
れ
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
教
育
分
野
で
先
行
し
て
取
り
組
み
、

明
ら
か
に
し
て
き
た
戦
中
・
戦
後
の
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
事
象
を
、

「
戦
後
教
育
史
」と
い
う
通
貫
す
る
流
れ
に
収
斂
し
、

さ
ら
な
る
展
望
を
示
す
…
…
。

日
本
教
育
史
の
新
た
な
地
平
を
切
り
ひ
ら
こ
う
と
す
る

米
田
俊
彦
と
新
進
気
鋭
の
研
究
者
ら
が
、

子
ど
も
と
生
活
、ジェン
ダ
ー
、教
育
改
革
、文
化
の
視
点
か
ら

戦
後
教
育
史
を
ひ
ら
く
最
新
論
文
集
。

戦後教育史を
ひらく
「
戦
後
教
育
史
を
ひ
ら
く
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
筆
者
が
大
学
院
生
で
あ

っ
た
一
九
八
〇
年
代
に
は
、
占
領
軍
文
書
の
公
開
を
機
に
戦
後
教
育
改
革
の
研
究

が
さ
か
ん
に
な
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
以
降
の
時
期
に
つ
い
て
の
教
育
史
研
究
者
に

よ
る
教
育
史
研
究
は
ほ
と
ん
ど
進
ま
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。…

…

と
こ
ろ
が
、二
〇
一
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
教
育
史
学
会
他
編
『
教
育
史
研
究
の

最
前
線
Ⅱ
』（
六
花
出
版
）
は
、
全
一
〇
章
の
う
ち
の
一
つ
の
章
を
「
戦
後
日
本
教
育

史
」
と
し
て
い
る
（
筆
者
が
執
筆
を
担
当
）。
二
〇
一
〇
年
代
に
入
っ
て
、
よ
う
や
く

「
戦
後
」
が
一
つ
の
時
期
区
分
と
し
て
、
日
本
教
育
史
研
究
の
な
か
で
形
を
な
し
て

き
た
の
で
あ
る
。…

…

教
育
史
研
究
は
、
歴
史
研
究
と
し
て
、
そ
の
時
代
の
総
体
（
全
体
的
な
動
向
）
と

の
関
係
で
、
あ
る
い
は
、
前
後
の
時
期
と
の
関
係
で
対
象
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
の
で
、
す
で
に
他
の
専
門
領
域
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
知
見
を
、

補
っ
た
り
組
み
換
え
た
り
整
理
し
直
し
た
り
す
る
こ
と
も
必
要
に
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
そ
う
い
っ
た
作
業
の
見
通
し
の
上
に
立
っ
て
、こ
れ
か
ら
時
間
を
か

け
て
戦
後
教
育
史
研
究
を
開
拓
し
て
い
く
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
て
、
本
書

は
「
戦
後
教
育
史
を
ひ
ら
く
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
掲
げ
る
こ
と
に
し
た
。こ
れ

を
も
っ
て
「
ひ
ら
い
た
」の
で
は
な
く
、こ
れ
か
ら
「
ひ
ら
い
て
い
く
」
と
い
う
意

味
と
し
て
受
け
と
め
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
あ
る
。　「
ま
え
が
き
」
米
田
俊
彦
よ
り
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戦
後
教
育
史
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く
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目次戦後教育史をひらく◉

第
七
章 

明
治
後
期
に
お
け
る
高
等
学
校
改
革
構
想

│
│「
高
等
普
通
教
育
」の
制
度
化

（
吉
岡
三
重
子
／
立
教
大
学
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
助
教
）

第
一
節 

「
高
等
学
校
制
度
改
正
案
」
に
お
け
る
高
等
普
通
教
育

第
二
節 

牧
野
文
相
期
に
お
け
る
高
等
学
校
の
高
等
普
通
教
育

第
三
節 

小
松
原
文
相
期
に
お
け
る
高
等
学
校
の
高
等
普
通
教
育

第
八
章 

一
九
四
〇
年
代
の
英
才
教
育

│
│
文
部
省
の
「
特
別
科
学
教
育
」
に
お
け
る
試
み

（
金
智
恩
／
お
茶
の
水
女
子
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
究
所
特
任
講
師
）

第
一
節 

一
九
一
〇
年
代
の
英
才
教
育
を
め
ぐ
る
言
説

第
二
節 

教
育
審
議
会
に
お
け
る
飛
び
級
を
め
ぐ
る
議
論

第
三
節 

文
教
懇
話
会
の
「
戦
時
頴
才
錬
成
機
関
設
置
要
綱
」

第
九
章 

戦
後
初
期
の
義
務
教
育
教
員
養
成
に
お
け
る
「
観
察
・
参
加
・

実
習
」
の
構
想
と
課
題
│
│
教
育
実
習
改
革
に
焦
点
化
し
て

（
山
崎
奈
々
絵
／
聖
徳
大
学
大
学
院
教
職
研
究
科
教
授
）

第
一
節 

「
観
察
・
参
加
・
実
習
」
の
導
入

第
二
節 

「
観
察
・
参
加
・
実
習
」
を
め
ぐ
る
現
実
的
な
課
題

第
一
〇
章 

勝
海
舟
と
文
明
論

│
│
ギ
ゾ
ー
の
西
洋
文
明
史
論
和
訳
書
「
序
」
を
め
ぐ
っ
て

（
河
田
敦
子
／
東
京
家
政
学
院
大
学
現
代
生
活
学
部
教
授
）

第
一
節 
二
〇
世
紀
以
降
の
西
洋
文
明
史
論

第
二
節 

勝
海
舟
と
ギ
ゾ
ー
の
西
洋
文
明
史
論
の
和
訳
書
「
序
」

第
三
節 

勝
海
舟
の
文
明
観

第
一
一
章 

占
領
初
期
沖
縄
群
島
に
お
け
る
本
土
と
の
教
育
格
差

│
│
中
三
の
「
事
実
上
の
不
就
学
」
問
題
に
着
目
し
て

（
萩
原
真
美
／
琉
球
大
学
博
物
館
協
力
研
究
員
）

第
一
節 

沖
縄
群
島
に
お
け
る
新
制
中
学
校
設
立
当
初
の
状
況

第
二
節 

中
三
の
「
事
実
上
の
不
就
学
」
問
題
の
発
生

第
三
節 

中
三
の
「
事
実
上
の
不
就
学
」
の
要
因

第
一
二
章 

一
九
五
〇
年
代
の
横
浜
市
の
青
少
年
施
策
と
夜
間
中
学
校

（
大
多
和
雅
絵
／
川
口
短
期
大
学
こ
ど
も
学
科
専
任
講
師
）

第
一
節 

教
育
委
員
会
主
導
に
よ
る
夜
間
中
学
校
の
開
設
の
背
景

第
二
節 

横
浜
市
に
お
け
る
夜
間
中
学
校
の
開
設
の
経
緯

第
三
節 

青
少
年
問
題
へ
の
対
応
策
と
し
て
の
夜
間
中
学
校
の
す
が
た

第
一
三
章 

一
九
五
〇
年
代
初
頭
の
漁
村
に
み
る
標
準
語
教
育
の
模
索

│
│
千
葉
県
安
房
郡
富
崎
小
学
校
と
大
田
堯
ら
の
か
か
わ
り

（
鳥
居
和
代
／
金
沢
大
学
人
間
社
会
研
究
域
学
校
教
育
系
教
授
）

第
一
節 

戦
後
初
期
の
話
し
こ
と
ば
に
関
す
る
文
部
省
の
方
針

第
二
節 

大
田
堯
研
究
室
の
富
崎
村
調
査
と
教
育
計
画
の
見
直
し

第
三
節 

富
崎
小
学
校
の
標
準
語
教
育
の
実
際

第
四
節 

富
崎
小
学
校
に
お
け
る
標
準
語
教
育
の
模
索

あ
と
が
き
（
鳥
居
和
代
）

ま
え
が
き
（
米
田
俊
彦
／
お
茶
の
水
女
子
大
学
名
誉
教
授
）

序
　
章 

戦
後
教
育
史
覚
え
書
き
（
米
田
俊
彦
）

第
一
節 

一
九
五
〇
年
代
の
教
育
│
│
政
治
と
教
育

第
二
節 

一
九
六
〇
年
代
の
教
育
│
│
経
済
と
教
育

第
三
節 
安
定
成
長
期
の
教
育
（
一
九
八
〇
年
代
半
ば
ま
で
）

第
四
節 
バ
ブ
ル
経
済
以
降
の
教
育
（
一
九
八
〇
年
代
半
ば
以
降
）

第
一
章 

建
国
祭
に
お
け
る
児
童
の
役
割
と
学
校
教
育
へ
の
影
響
に
関
す
る

一
考
察
　
　
　
　
（
橋
本
萌
／
信
州
大
学
教
職
支
援
セ
ン
タ
ー
助
教
）

第
一
節 

学
校
教
育
に
お
け
る
紀
元
節

第
二
節 

建
国
祭
拡
大
状
況

第
三
節 

梅
の
節
句
と
子
ど
も
た
ち

第
四
節 

建
国
祭
に
お
け
る
学
校
教
育
の
利
用

第
二
章 

第
四
期
国
定
算
術
教
科
書
『
尋
常
小
学
算
術
』と「
生
活
算
術
」

（
桜
井
恵
子
／
元
小
田
原
短
期
大
学
保
育
学
科
教
授
）

第
一
節 

塩
野
直
道
の
「
生
活
算
術
」
批
判

第
二
節 

全
国
訓
導
協
議
会
に
お
け
る
「
生
活
算
術
」
を
め
ぐ
る
議
論

第
三
節 

静
岡
県
に
お
け
る
一
九
三
〇
年
代
の
教
育

第
四
節 

「
生
活
算
術
」
は
戦
後
に
ど
う
つ
な
が
っ
た
か

第
三
章 

一
九
六
三
年「
幼
稚
園
と
保
育
所
と
の
関
係
に
つ
い
て（
通
知
）」と
保
育
者

養
成
│
│『
保
母
養
成
講
座
』改
訂
に
み
る「
保
育
所
保
育
指
針
」の
影
響

（
松
島
の
り
子
／
お
茶
の
水
女
子
大
学
基
幹
研
究
院
人
間
科
学
系
講
師
）

第
一
節 

保
育
と
教
育
、
保
母
養
成
を
め
ぐ
る
政
策
方
針

第
二
節 

保
母
養
成
課
程
の
制
度
的
変
遷

第
三
節 

保
母
養
成
テ
キ
ス
ト
の
変
化

第
四
章 

戦
後
初
期
の
母
親
教
育
を
め
ぐ
る
動
き
│
│
母
親
学
校
研
究
会

の
活
動
　
　
　（
奥
村
典
子
／
聖
徳
大
学
教
育
学
部
児
童
学
科
教
授
）

第
一
節 

母
親
教
育
を
め
ぐ
る
文
部
省
の
動
き

第
二
節 

母
親
学
校
研
究
会

第
三
節 

雑
誌
『
母
親
学
校
』
の
書
誌
的
概
観

第
五
章 

戦
後
教
育
改
革
期
に
お
け
る
二
つ
の
女
性
教
員
組
織

│
│
女
性
教
員
会
に
と
っ
て
の
「
一
本
化
論
議
」

（
齋
藤
慶
子
／
日
本
女
子
大
学
人
間
社
会
学
部
教
育
学
科
教
授
）

第
一
節 

長
野
県
に
お
け
る
戦
前
の
女
性
教
員
組
織

第
二
節 

女
性
教
員
に
と
っ
て
の
「
一
本
化
論
議
」

第
三
節 

各
郡
市
女
教
員
会
の
諸
相

│
│「
女
教
員
会
」
か
「
女
教
師
研
究
委
員
会
」
か

第
六
章 

一
九
五
〇
年
代
の
高
校
被
服
教
育
と
繊
維
工
業
、
衣
服
製
造
業

（
宇
津
野
花
陽
／
白
鷗
大
学
教
育
学
部
准
教
授
）

第
一
節 

学
科
家
庭
科
の
設
置
状
況

第
二
節 

各
種
学
校
の
設
置
状
況

第
三
節 

公
共
職
業
訓
練
に
お
け
る
被
服
教
育

第
四
節 

新
聞
の
求
人
広
告
に
み
る
繊
維
工
業
、
衣
服
製
造
業
と

被
服
教
育
と
の
関
係

第
Ⅰ
部

子
ど
も
の
生
活
と
教
育
の
接
点
を
問
う

│
│
学
校
行
事
、算
数
教
育
、保
育
・
幼
児
教
育

第
Ⅲ
部

教
育
改
革
の
理
念
と
現
実
を
検
証
す
る

│
│
高
等
普
通
教
育
、特
別
科
学
教
育
、教
師
教
育

第
Ⅳ
部

教
育
・
文
化
の
格
差
と
分
断
を
乗
り
越
え
る

│
│
文
明
、沖
縄
、夜
間
中
学
校
、方
言
と
標
準
語

第
Ⅱ
部

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
教
育
を
捉
え
る

│
│
母
親
教
育
、女
性
教
員
組
織
、家
庭
科
教
育


